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安倍首相の 50 兆円外債購入ファンド設立構想→日本を亡国へ導く対米マネー献上の恐

るべきカラクリ 

 

 故・吉川元忠・神奈川大教授は『円がドルに呑み込まれる日』の中で下記のように書いている。 

 

   「『円のドル化』で国民の富が毟られている！」。国民の富が、米国によって毟（むし）られて

いくのです。「軍事同盟より怖い日米経済同盟。日本を亡国へ導く対米マネー献上の恐るべきカ

ラクリを暴く」。 

 

 日本国民が一生懸命に働いて稼いで蓄えた金は、米国にむしられて、米国政府と米国の大資本の

ために使われているのです。これを日本政府が、喜んでやっているのです。 

 

 吉川教授は、『円がドルに呑み込まれる日』でこのカラクリを暴き出しています。吉川教授は、米

国による日本資産搾取戦略を「新帝国循環」と表現して、厳しく批判。 

 

「新帝国循環」＝安倍首相の 50 兆円外債購入ファンド設立 

 

「新帝国循環」 

 

 １ 「新帝国循環」は特別会計の外国為替資金特別会計の資金を使い、円売りドル買いを行う。 

 ２ 購入したドルで米国債を買う。 

 ３ その結果最終的に日本の資産が米国に奪われる。 

 

 安倍首相が総裁を務める自民党は50兆円に上る公算の大きい外債を購入するファンドの設置を検

討を表明。（ＪＰモルガン証券は総額がその２倍になる可能性もあるとしている。）→日本経済を支

えようと円安を誘導するため米国債を買い入れる目的で外債購入ファンドを検討。 

 

 植草一秀氏は 50 兆円の外債購入ファンドを、新たに日本政府が 50 兆円の資金を米国に上納する

売国政策の画策と断じている。50兆円の外債購入ファンド。（購入の大半は米国債となる見通し） 

 

 １ 外債購入ファンドの資金を使い、円売りドル買いを行う。 

 ２ 購入したドルで米国債を買う。 

 ３ その結果、最終的に日本の資産が米国に奪われる。 

 

「新帝国循環」 

 

 (１) 米国の国際金融資本などが、外為市場にてドル売り・円買いを仕掛け、日本の経済競争力

の強弱にかかわらず、超円高相場を意図的・計画的に創出する。 

 

 (２) 円高を是正するという名目にて日銀が円売り・ドル買いオペを実施する、ただし、資金は

特別会計の外国為替資金特別会計(原資は国民の税金)である。 
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 (３) 日銀（日本国民の税金で米国債を買う）や日本の外為金融機関（国民から預かった預貯金

で米国債やドル建て金融商品を買う）の引き受けた米ドルにて、米国債を購入する。 

 

 (４) 大量の米ドルが米国連邦政府に還流する。 

 

 (５) 米国の国際金融資本はドルを売って得た円にて、円キャリートレードを行うほか、日本企

業の株を購入したり、日本企業を買収したり、日本の不動産を購入して日本資産の権利を獲得する。 

 

 (６) 日銀や日本の外為金融機関の保有する米国債は償還を迎えても、借り換え債などで契約更

新していき、日本の対米債権（累積利子含む）は増える一方となる。 

 

 なぜなら、米国連邦政府の財政は、常に真っ赤かであり、到底、返済できないからである。ちな

みに、日米関係評論家・副島隆彦氏の試算では日本の対米ドル債権累積は官民にて総額 700 兆円か

ら 1,000 兆円規模(米国債およびドル建て金融商品含む）に達するようであるが、正確な実態は公表

されないので不明である。 

 

 完璧ですなあ。国民の財産は奪われ、その手先となる財務省や日銀、政治家は割り勘勝ちする。 

 

http://enzai.9-11.jp/?p=13747 

 安倍晋三首相は成人の日の（1/14）、おなじみのアメリカ大使館の目の前のホテルオークラの「山

里」にて、「ミサイル屋」として知られる大物米国政治フィクサー＝アメリカのトム・ダシュル下院

院内総務と、共和党系のトーケル・パターソン元米ＮＳＣアジア上級部長（ブッシュ政権時）と会

食したとの報道。 

 

 その 12時間後には、【安倍政権、米国債 50 兆円（外債）の購入確約！】と、ブルームバーグ英語

ニュースで報道。なんという絶妙なタイミング！ 

 

国民と自民党との約束 

http://jimin.ncss.nifty.com/pdf/seisaku_ichiban24.pdf 

 

ドル買い介入で日本国民の財産を流出させる「新帝国循環」 

2011-08-08 01:00:00 | 備忘録 

http://blog.goo.ne.jp/ucandoittaku/e/0a2988e83b03571d6cbd6bb695d64257 

 

（「国富消尽」。吉川教授は直後に急死された） 

 

 アメリカの債務上限問題。８月２日に向けて民主党と共和党がポーカー・ゲームが行われた。政

治パフォーマンス合戦の後は予想通りの手打ちで又しても問題先送りとなった。 

 

 そうなるとは思っていてもビビりますなあ。覇権国家アメリカの基軸通貨であるドルの刷りすぎ。
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いずれは大幅な減価になるんでしょうね。 

 

 アメリカにとっては痛くも痒くもない。刷りまくったドルで世界中からモノを買っていた。借用

証書だね、ドルは。その価値が下落して困るのは売った人達。 

 

 アメリカにとっては借金踏み倒しだ。つまりは買ったものは富として残る。覇権国の常套手段だ。

大英帝国はインドからの輸入代金をポンド建てインド証券で決済、ルピーを切り上げて踏み倒した。 

 

 だから、いつドルが大幅に切り下げられても不思議は無い。しかしそれは同時に覇権の返上。ド

ルの価値が下落すれば、外国で戦争するどころか、日本などに基地を持って世界の警察官なんかや

ってられなくなる。大きな変化だ。しかし歴史の必然でもある。 

 

 まあそんなわけで、米国債暴落の危機は今後ずっと付きまとう。個人的には、有り余ったカネで

膨れ上がった株価や石油などの商品のバブルが破裂するとき、巻き戻しでかなりのドル高になる気

がする。一時的にだ。それでも、その後のドル下落は避けられない。 

 

 さてそんな中での急激な円高。不美人競争の生き残りだ。自国の通貨安がいいとは一概に言えな

いが、先の大恐慌でも各国は自国の通貨を安値に誘導して製造業を守った。近隣窮乏化作戦だ。 

 

 日本は相も変わらず政官報の財政赤字プロパガンダで緊縮財政。世界中がカネを刷りまくってい

る中で財政規律を守る。そんな円が安全資産として買われるのは当然。 

 

 円高誘導と同じことだ。円高になれば輸入品価格が下がりデフレが進む。景気は落ち込み税収は

減り財政赤字は拡大する。まさに自国窮乏化政策。 

 

 連中の言い分はインフレ懸念とか国債暴落、過剰な円安。あのなあ。世界で最も安定し金利の低

い日本国債。問題はデフレ。デフレからの脱却が緊急の政策課題だし急激な円高の是正こそ必要だ。 

 

 つまりは円をもっと刷って、価値を低めに誘導すべきだ。 

 

 しかし、何たる倒錯。政府日銀は下がり続けるドルを買い支える。重力に抵抗して！ 国民の税

金で！ 

 

 そして手元に残る米ドルは米国債に変えられる。日本国民の財産は一時的な円高介入の名のもと

に将来著しく減価することが確実な米国債になっている。下がるものは売るんだよ、買うんじゃな

くて。アホ違う？ 

 

 こんなことは、何年も前から周知の事実。仲間の誰に聞いてもそうだという。何故だ。日本はア

メリカの属国だから、だそうだ。属国でない中国は米国債の他に石炭・石油・レアメタル等の資産

を買いまくっている。日本はただただアメリカに貢ぐのか。 
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 故・吉川元忠・神奈川大教授の唱える日米間の金融循環を「新帝国循環」と言うらしい。山本尚

利氏が解説している。 

 

 (１) 米国の国際金融資本などが、外為市場にてドル売り・円買いを仕掛け、日本の経済競争力

の強弱にかかわらず、超円高相場を意図的・計画的に創出する。 

 

 (２) 円高を是正するという名目にて日銀が円売り・ドル買いオペを実施する、ただし、資金は

特別会計の外国為替資金特別会計(原資は国民の税金)である。 

 

 (３) 日銀(日本国民の税金で米国債を買う)や日本の外為金融機関(国民から預かった預貯金で

米国債やドル建て金融商品を買う)の引き受けた米ドルにて、米国債を購入する。 

 

 (４) 大量の米ドルが米国連邦政府に還流する。 

 

 (５) 米国の国際金融資本はドルを売って得た円にて、円キャリートレードを行うほか、日本企

業の株を購入したり、日本企業を買収したり、日本の不動産を購入して日本資産の権利を獲得する。 

 

 (６) 日銀や日本の外為金融機関の保有する米国債は償還を迎えても、借り換え債などで契約更

新していき、日本の対米債権(累積利子含む)は増える一方となる。 

 

 なぜなら、米国連邦政府の財政は、常に真っ赤かであり、到底、返済できないからである。ちな

みに、日米関係評論家・副島隆彦氏の試算では日本の対米ドル債権累積は官民にて総額 700 兆円か

ら 1,000 兆円規模（米国債およびドル建て金融商品含む）に達するようであるが、正確な実態は公

表されないので不明である。 

 

 完璧ですなあ。国民の財産は奪われ、その手先となる財務省や日銀、政治家は割り勘勝ちする。

悲しい現実だ、と思う。そうでないと思う人の説得力のある反論を聞きたいがお目にかかることは

無いですな。 

 

いま、再び日本政府によるＳＷＦ創設が水面下で画策されている 

 http://uekusak.cocolog-nifty.com/blog/2013/01/post-55d0.html 

 

 新たに日本政府が 50兆円の資金を米国に上納する売国政策の画策である。現在の円安・株高のシ

ナリオがこのＳＷＦ創設と組み合わされている可能性がある。2002 年から 2004 年にかけて、日本政

府が米国に資金を供与して日本株の暴落と暴騰が演出されたのと類似した図式である。 

 

 こうした日本から米国への巨大利益供与事案について、日本の主権者国民は、まず事実を認識し、

これを絶対に阻止する活動を本格化させなければならない。 

 

ＦＲＢ議長を安倍首相が手助けか－外債購入ファンド構想で 

 http://www.bloomberg.co.jp/news/123-MGLHAA6JIJVE01.html 
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 １月 14 日（ブルームバーグ）：日本経済を支えようと円安を誘導するため米国債を買い入れよう

としている安倍晋三首相は、米国債の投資家の中でも米国の無二の親友となりそうだ。 

 

 野村証券と岩田一政・元日本銀行副総裁によれば、安倍首相が総裁を務める自民党は 50 兆円に上

る公算の大きい外債を購入するファンドの設置を検討を表明。ＪＰモルガン証券は総額がその２倍

になる可能性もあるとしている。日本経済は 2008 年以降で三度目のリセッション（景気後退）に陥

っており、外債購入となればここ４ヵ月間で 12％下落した円をさらに押し下げるとみられる。 

 

 バンク・オブ・アメリカ（ＢＯＡ）メリルリンチ米国債指数によれば、米国債相場は 09 年以降で

最悪の年初スタートとなったが、こうした外債購入はバーナンキ米連邦準備制度理事会（ＦＲＢ）

議長の国債利回り抑制の取り組みを手助けすることになる。米連邦公開市場委員会（ＦＯＭＣ）は

月 450 億ドル（約４兆円）相当の米国債の買い入れを決めたが、米国と欧州、中国の経済見通しが

改善していることで、相対的に安全な資産とされる米国債の需要が抑制され、米国債は 0.5％値下が

りした。 

 

 ブランディワイン・グローバル・インベストメント・マネジメントで 340 億ドル相当の債券運用

に携わるファンドマネジャー、ジャック・マッキンタイア氏は８日の電話インタビューで、「日本の

米国債購入に米国ががっかりするとは思えない。ＦＲＢはあらゆる力仕事をこなしている」と述べ

た。 

 

森田実氏のＨＰ転載 

 http://blog.livedoor.jp/standupjoe1/archives/50224272.html 

 

2005.4.3（その１） 2005 年森田実政治日誌［88］  

 

 小泉・竹中政治を否定することなくして日本の未来なし【その２】――吉川元忠神奈川大学教授

の憂国の訴え――『円がドルに呑み込まれる日』は全国民が読むべき本です 

 

   「（日本の）財政も金融もいわば滅茶苦茶であるのはなぜなのだろうか。そこには目につきや

すい小さな失敗を超えた何か基本的な問題があるのではないだろうか。それは……円・ドル関

係の矛盾である。しかもそれを是正しようとせず対米関係を慮るばかりで……その挙げ句日本

は深みにはまり、今やどうにもならなくなっている」（吉川元忠『円がドルに呑み込まれる日』

「はじめに」より） 

 

 『マネー敗戦』の著者、吉川元忠（きっかわ・もとただ）神奈川大学教授の新著『円がドルに呑み

込まれる日』（徳間書店、2005.2.25 刊）が出版されました。 

 

 全国民に読んでほしい本です。ここには真実が書かれています。政府、大新聞、大マスコミが隠

しつづけている日本の政治・経済の深層が描かれています。いまの日本で最も大切なことは、国民

が真実を知ることです。現在の日本の最大の悲劇は、真実が国民に知らされていないことにありま
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す。 

 

 本書の帯にはこう書かれています――「『円のドル化』で国民の富が毟られている！」。国民の富

が、米国によって毟（むし）られていくのです。さらにこうつづきます――「軍事同盟より怖い日

米経済同盟。日本を亡国へ導く対米マネー献上の恐るべきカラクリを暴く」。 

 

 日本国民は、「小泉・竹中」政権の主導のもとに地獄に向かって道を急いでいるのです。この地獄

への道を賞賛しているのが日本のマスコミです。まことに愚かです。 

 

 日本国民が一生懸命に働いて稼いで蓄えた金は、米国にむしられて、米国政府と米国の大資本の

ために使われているのです。これを日本政府が、喜んでやっているのです。吉川教授は、本書でこ

のカラクリを暴き出しています。  

 

   「竹中は米国のエージェント」であり「トロイの木馬」である（吉川氏） 

 

 吉川教授は、「竹中金融相がなぜ登場したのか」について、次のように述べています（p.112）。 

 

   《邦銀やさらにはその不良債権処理によって焙り出されてくる問題企業・物件を米系ハゲタ

カ・ファンドが入手する。さらにゆくゆくは郵政民営化によって旧郵貯・簡保資金を米系金融

機関の意のままに、結局は米国内で使わせるためのエージェントが竹中氏ではないか……》 

 

 もう一つ重要な指摘があります。 

 

   《アメリカ側が編み出した戦略は、むしろ日本政府の中枢に基本的にその意志に沿って動いて

くれる「エージェント」を送り込むことだった……。つまりは竹中平蔵氏という「トロイの木

馬」が日本に送り込まれたということである。》 

 

 鋭い指摘です。日本国民のためでなく、米国政府のために働いている（とみられている）竹中平

蔵氏の本質がズバリ述べられています。  

 

日本の現状への強い危機感 

 

 吉川教授は「はじめに」の終わりにこう書いています。 

 

   《国内の状況を見ると、ＴＶのニュース番組や経済の専門紙においてすら、もはや借金漬けで

動きのとれないアメリカ経済やドルの行方といった問題は存在しないかの如くで、相変わらず

「アメリカ経済の成長率は？」といったところに重点がおかれている。日本人が「大本営発表」

を信じ込まされ、言論統制されてメディアも総沈黙し、挙げ句の果てに惨めな敗戦に引き込ま

れた第二次世界大戦と、どこか似ているとはいえないだろうか？ 日本や国民の将来は、残さ

れた時間に何とかこの状態を脱し、転換の歩みを進めていけるかどうかにかかっている。》 
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 国民が、“日本の真実”を一日も早く知り、いまの小泉・竹中政治がどんなに危険なものであるか

を知る上で本書は有益な本です。 

 

 日本が「小泉・竹中体制」主導のもとで地獄の道を進んでいることに早く気づかないと、たいへ

ん悲惨なことが起こるおそれが強いのです。 

 

 http://oujyujyu.blog114.fc2.com/blog-entry-2361.html 


